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Title雲に抱かれて













































て微笑む人はいなかった。朝と夕暮れと夜は順番 ベッドのそばにきて取り囲む。うつろな眼で暗闇と曙光で なく、鉄のベ                                        









































っかり朝になっていた。花の香りに包まれて、朝食が用意される。洗いたての服を着た若妻は、しっかり者らしく、てきぱきとした仕草で前に座り、夜に見た夢のとおり して見 カップにミルクを注ぐ指に視線を注 だ この指が僕の髪を撫で、僕を震えさせたあの抱擁をくれたの 。先端をたくし込んで前に膨れたサリーの布は、まるでふたつ 甘美を享受するかのようだった。ふと、今 僕 ず と奥深くにある僕自身の覆いなのか、それとも自我はこの とは別の、そ ずっとずっと下どこかにあるのだろうかと考えた。とてもゆ
ったりと、しかし
沸きあがる欲求で胸がいっぱいになっ 。僕が る。僕を抱くもうひとつの身体がある。そこには甘美な優しさ あ 、夜








































































































































                                        













































                                        
                                        
                        
 
 人気の高原リゾート地ナイニータールにあるナイニータール湖。タッリータールはそ 湖の南岸地域で、ボ ティングに興じる旅行者でにぎわう。
 











































































































































































































































































































































































































































































































でしばらく立ち止まって考えこんだ。昼下がりにタッリーター                                        




























































































































































































































                                        
             
 








































































































































































































































































































































































































































































































れてまる一時間ここに立ち寄った。 ベランダで な 、三人が坂を登ってくるの 見ていた。玄関に着くと、ミーラーは一瞬立ち止まった。そし 両手で子供たちを抱いてなかに連れてきた。
 




















































































































































































































































































象徴そのものである。ミーラーと「僕」が肉体的な接 を通して深める愛情には生き エネルギ が溢れ おり、それ 官能を匂わす
小説冒頭の
表現によって印象的に描写されている。ま
た、病に感染することを恐れてマンノーに触 られなかった臆病者の「僕」とはちがい、妻ミーラーは死を前 た に触れてキスし、 「僕」のできなかったことをいともあっさりとやってのける。しかし、病魔に冒された「僕」が死期を前 し安息を見出した愛の たちは、妻ミーラーや家族 の結びつきではなく、触れること できなかったマ
ンノーに対するもので































































































“बादलों क ं क के” ं(1955)ं
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